






要約:新生児マススクリーニングにより発見され、診断確定後その予後追跡調査中の症例の

経験をもとに、今後の検討課題の考察を行なった。過剰ヒスチジンの細胞、組織への毒性、

生物学的効果を充分に解析することの重要性を強調した。 


